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きじまうくん

成人おめでと　う
　1月15日、勤労福祉センターで「成人式」が盛大に行われました。今年の新

成人は、258名。成人になった喜びの中にも緊張をかくしきれない気持で記

念撮影をしています。大人としての第一歩をふみだした顔には、責任と将来の

夢がいだかれているようでした。
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がる税のありがたさ

町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
六
年
一
月
一
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
五
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

●

▲昨年の申告相談

や
、
平
成
五
年
中
に
町
へ
転
入
さ
れ
た

か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
・
確
定
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
か
た
で
平

成
五
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
一
干
五
百
万
円
を

　
超
え
る
か
た
。

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ

　
て
い
る
か
た
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん

◎
平
成
五
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明
さ

　
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生
命

　
　
●

　
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ
た

　
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
医

　
療
費
の
領
収
書

◎
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
平

　
成
六
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
住

　
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
個

　
赤
支
部
・
市
町
村
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

　
学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

　
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

　
　
　
還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
確
定
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

　
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
な

　
ど
を
し
た
か
た
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
か
た
で

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
か
た

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
広
報
一
月
号

・
税
務
署
か
ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
な
る
べ
く
二
月
七
日
・

（2）



しあわせにつな

●

九
日
の
還
付
申
告
会
場
（
熊
谷
市
立
勤

労
会
館
）
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
二
年

目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
か
た
。
　
（
所
得
税
を
支

　
払
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
源

　
泉
徴
収
票
が
必
要
）

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
銀
行

農
協
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み

が
便
利
で
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の
預

金
口
座
番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

　三盲し☆も藤礁i・鶏惣幾『1

所得税画喋融鄭齢噺
得の状況を最も隊ぐ知るているみ糞

さんが、税法蕪従極て自分の所得ど

税額無墜欝し輝翫納醗
る滋紡陣告納税謝衡を採瓢
でいます。

申告…し鰍鍵奪「鱗いか耀轡

翫な茄勲懲鱗申舞姥
・鯵、鯵、ま勉講鰹揮灘轡め
蚤驚1窪でな燃不畢額璽騒難ま郊本

難の加算撫騰・蕪鞍嬉騨

灘響な難讐警奪

町・県民税申告、所得税確定申告

　　　　　　　　　（農業・給与所得者）

程日談相

●

月　「日 該哨、，麟薄“ 「馨．場

2月16日凶
小江川・須賀広・野原

町民体育館

二階会議室

836－1521
内線350

2月17日内

2月18日樹
小江川・塩・板井

2月21日（月）

2月22臼σ℃

押切・千代・中央

2月23日㈱

2月24日㈲
押切・上新田・柴・中央

2月25日箇

2月28日（月）

成沢・三本

3月1日Uり

3月2日凶

樋春・御正新田3月3日休）

3月4日囲

3月7日（月） 町内全域

受付時間…午前9時より12時・午後1時より4時

●
役
場
税
務
課

　
魯
三
六
－
一
五
二
一
内
線
脳
・
劉

■
所
得
税
関
係

●
熊
谷
税
務
署
　
8
二
一
－
二
九
〇
五

●
熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
費
二
四
－
七
九
六
一

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

税
理
士
証
票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し

て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

　
　
税
の
標
語
入
選

　
平
成
五
年
度
熊
谷
税
務
署
管
内
、

多
い
作
品
の
な
か
か
ら
、

二
十
九
日
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税
金
は
　
み
ん
な
の
ゆ
め
を
　
た
く
す
も
の

正
し
い
納
税
伸
び
ゆ
く
社
会

国
の
た
め
　
地
域
の
た
め
に
　
税
金
を

税
金
で
　
み
ん
な
の
住
み
よ
い
　
町
づ
く
り

税
金
で
　
築
こ
う
明
る
い
　
日
本
の
未
来

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依
　
　
い
。 る
こ
と
が
多
い
の
で
、

決

◎税務署から申告相談日の通知のあったかたは、指定

　日時に税務署へ申告してください。

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ

轟愈ー
購

　
　
　
　
　
　
イ

ま
る

　
　
　
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
数

つ
ぎ
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
、
去
る
十
一
月

　
　
　
　
　
江
南
中
三
年
生

大
事
な
マ
ナ
ー
江
南
中
一
年
生

　
　
　
　
　
江
南
中
一
年
生

　
　
　
　
　
江
南
中
三
年
生

　
　
　
　
　
江
南
中
一
年
生

関
口
　
正
之
さ
ん

芹
沢
　
法
巳
さ
ん

茂
木
律
恵
子
さ
ん

島
本
由
紀
子
さ
ん
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木
　
淑
江
さ
ん
　
ー



　
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
健
康
で
す
こ

や
か
に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
病
気
や
ケ
ガ
は
、
あ
る
日

突
然
お
と
ず
れ
る
も
の
。
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
は
、
あ
な
た
と
家
族
の
大

切
な
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
加
入

者
の
み
な
さ
ん
が
ふ
だ
ん
か
ら
お
金
を

出
し
あ
い
、
医
療
費
に
あ
て
よ
う
と
い

う
、
助
け
あ
い
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税

　
保
険
税
は
、
国
保
が
給
付
を
行
う
た

め
の
大
切
な
財
源
と
な
る
も
の
で
、
国

保
に
加
入
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
税
額
は
加
入
者
の
所
得
、
資
産
、
加

入
者
数
等
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
利
用
を

　
国
保
に
加
入
し
て
か
ら
一
年
を
経
過

し
た
4
0
歳
以
上
の
人
で
、
人
間
ド
ッ
ク

（
三
時
間
ド
ッ
ク
）
を
利
用
さ
れ
る
人

に
一
回
二
万
五
千
円
（
料
金
三
万
七
千

円
、
婦
人
科
は
別
途
五
千
円
）
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
、
原

則
と
し
て
加
害
者
が
医
療
費
を
負
担
す

る
べ
き
も
の
で
す
が
、
特
別
な
事
情
等

に
ょ
り
国
保
や
老
人
保
健
医
療
で
診
療

を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず
窓
ロ
ヘ
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。
国
保
や
老
人
保
健

医
療
で
一
時
立
て
替
え
、
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（4）

国
保
の
加
入
と
届
け
出

　
国
保
へ
は
世
帯
単
位
で
加
入
し
、
家

族
一
人
一
人
が
み
な
被
保
険
者
で
、
一

世
帯
に
一
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

退
職
者
の
医
療

条
件
　
会
社
や
役
所
等
に
勤
め
て
退
職

　
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
も
ら

　
っ
て
い
る
6
9
歳
ま
で
の
人
と
、
そ
の

　
扶
養
家
族
（
配
偶
者
及
び
三
親
等
内

　
の
親
族
）
。
届
け
出
の
際
に
は
年
金

　
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

給
付
　
病
気
や
ケ
ガ
で
診
療
を
受
け
た

　
と
き
、
本
人
の
場
合
医
療
費
の
8
0
％

　
扶
養
家
族
の
場
合
外
来
は
7
0
％
、
入

　
院
は
8
0
％
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
。

こんなときには届出を

毯裸鷹加入ず嚢と謹・ 届出に猶要なもの ㌍、湊調

他市町村から転入したとき 印かん、転出証明書 転入した日

職場の健康保険をやめたと
き

印かん、職場の健康保険をやめた

証明書

健康保険を
やめた日の
　翌　日

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳 生まれた日

国裸を脱遺するとき 届出に巌醜の 脱退　日

他市町村へ転出するとき 印かん、保険証
転出した日

　の翌日

職場の健康保険に加入した
とき

印かん、国保と健保の保険証
加入した日

　の翌日

死亡したとき
印かん、保険証、死亡を証明する
もの

死亡した日

　の翌日

印かん、保険証

　　　　　　ノ辺

　　　刀

印かん、保険証、在学証明書

印かん

　その他

転居したとき

世帯合併、世帯分離したとき

世帯主が変ったとぎ

修学や出稼ぎなどのため必要なとき

保険証を紛失したとき

●

●



●

　
あ
な
た
が
7
0
歳
（
寝
た
き
り
の
人
は

65

歳
）
に
な
っ
た
ら
、
老
人
保
健
で
お
　
　
㎜
　
つ
、

医
者
さ
ん
の
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
　
…
　
熔

　
「
老
人
保
健
」
は
、
病
気
に
か
か
り
　
　
…
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

や
す
く
、
治
療
が
長
び
く
こ
と
の
多
い
お
　
　
…
　
3

と
し
よ
り
の
医
療
費
負
担
を
で
き
る
だ
　
　
㎜
　
キ
V

け
軽
く
し
て
、
安
心
で
き
る
す
こ
や
か
　
　
㎜
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

簾
葺
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
鵬

　
こ
め
制
度
は
国
保
だ
け
で
な
く
、
職
　
　
㎜
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

場
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
医
｝
保

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
に
も
同
じ
…
人

よ
う
に
適
用
さ
れ
、
す
べ
て
の
お
と
し
　
　
㎜
　
畠
唱

ぷ
賜
屡
簿
嘉
て
つ
だ
婁
し

て
吟
ま
す
。

　
町
で
は
該
当
す
る
人
に
、
は
が
き
　
　
で
一

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
険

証
と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
う
え
、
保
健

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康

手
帳
と
医
療
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
…
？

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
い
　
　
…
　
と

ま
ま
で
の
保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
、
こ
㎜
月

の
健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
㊤
二
つ
　
　
…
　
か

を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
…
　
一
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
z
　
　
…
切

健康

手
帳
　
　
　
　
…
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外

県
険
証

イ

　70歳の誕生日が1日

（その目の初日）の人

は、その月から、2日

以後の人は翌月の1日

から老人保健で医療が

受けられます。

　
お
医
者
さ
ん
へ
の
支
払
い
は
、
外
来

　
　
ヶ
月
に
つ
き
千
円
（
総
合
病
院
で

は
診
療
科
ご
と
）
、
入
院
で
は
一
日
七

百
円
と
な
り
ま
す
。

　1か月とは月の1目から最後の目まで

をいいます。ですから、たとえば初診日

が4月30目で、翌日の5目1目にも治療：を

受けた場合、月が違いますから、4目分

として1，000円、5月分として1，000円を

それぞれ支払うことになります。

健
康
つ
く
り
を
心
が
け

上
手
に
医
療
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
毎
年
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

が
、
主
な
原
因
は
人
口
の
高
齢
化
と
治

療
が
長
び
く
成
人
病
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
老
人
保
健
法
は
医
療
以
外
に
保
健
事

業
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
①
健
康
手
帳
の
交
付

　
②
健
康
教
育

　
③
健
康
相
談

　
④
健
康
診
査

　
⑤
機
能
訓
練

　
⑥
訪
問
指
導

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し

活
用
し
て
、
病
気
の
早
期
発
見
、
病
気

の
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
健
や
か
な
毎
日
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　
○
医
療
費
通
知
と
は
、

　
老
人
保
健
制
度
と
健
康
管
理
に
対
す

る
御
理
解
を
な
お
一
層
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
老
人
保
健
で
診
療
を
受
け
ら

れ
た
人
へ
、
町
か
ら
医
療
機
関
等
（
病

院
・
診
療
所
・
薬
局
等
）
へ
支
払
わ
れ

る
医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い

る
も
の
で
す
。

O
問
合
せ
　
保
健
課

　
　
　
　
　
内
線
三
一
〇

江南町の老人医療費と老人受給者数の推移

●（58年度二100とした場合）約201，998千円　639人

約434，829千円

　　　215

一老人医療費
　　老人受給者数

202

19日

19∈

164　165

　　　　964人

　　　一β9●

●ノρ　151

46

150

ヨ
　
ロ
ロ

．

ρ
1
3

　　　　　　　　1，乙指曇催評

ノ・

年度432
轍
元

　
6
3626160

昭和

58　59

200件

江南町疾病件数分類（平成4年5月診療）

賦i佐』自4癌『上る』酢暑・、　　　　　　　　　100件

指数

220

210

200

190

180

0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0

7
6
5
4
3
2
1
0

16件

21件

157件

36件

3件

　23件

363件

41件

ア5件

11件

　24件

108件

1…11件

　14件

　　（番号は疾病分類による番号）

m．感染症及び寄生虫症

02．新生物

　　内分泌、栄養及び代謝疾患並びに免
03・疫障害

04．血液及び造血器の疾患

05．精神障害

06．神経系及び感覚器の疾患

07．循環系の疾患

08．呼吸系の疾患

09．消化系の疾患

10．泌尿生殖系の疾患

12．皮膚及び皮下組織の疾患

旧．筋骨格系及び結合組織疾患

16．症状、徴候及び診断名不名確の状態

17．損傷及び中毒

（5）



　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な
さ

ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き

見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
扶
助
制

度
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
二
十
一
人
の
か
た

に
合
計
三
百
四
十
万
円
の
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
現
在
、
・
・
町
で
は
七
千
二
百
四
十
五
名

の
か
た
が
加
入
じ
て
お
り
ま
す
が
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
十

日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
む
場
合
は
、
会
費
を
添
え
区

長
さ
ん
を
と
お
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

ざ
い
ゆ

　
な
お
、
幼
稚
園
、
・
小
学
校
、
・
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
の
児
童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

●
　
●
　
●
　
●
　
℃
　
●
　
●
　
℃
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

回
よ
り
各
ゼ
家
庭
で
の
申
し
込
み
と
な

伽
齢
わ
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

よ
ろ
し
ぐ
お
願
い
し
ま
す
。

■
会
費

〇
一
般
会
員
：
：
・
：
・
：
：
：
九
百
円

　
　
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に

　
　
お
生
ま
れ
の
人
）

O
小
人
会
員
：
：
・
：
・
：
：
：
五
百
円

　
　
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
以
後
に

　
　
お
生
ま
れ
の
人
）

　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

■
有
効
期
間

　
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
（
中
途

加
入
の
場
合
は
、
会
費
納
入
時
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
）

■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登
録
者

も
含
み
ま
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
後
に
お
け
る
見
舞
金
の
請
求
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ

昨年4月から12月ま
での間に支払われた

各見舞金別のべ人数

て
く
だ
さ
い

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落

転
覆
し
た
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
場
合
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用
紙
は

役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交
通
災

害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
a
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
六

2
蟻、

1

4

痘
、

1

3

7

1
　
　
百
　
万

　
　
二
十
万

　
　
十
七
万

　
　
十
四
万

0
㎜
轟
　
　
十
一
万

　
　
ハ
　
万

〇　
　
五
　
万

　
　
論
一
二
万

　
　
｝
　
二
万

2

ぎ蜘、

0

　　　　人
　　　　数

　　　　　10

　　　　　9

　　　　　8

　　　　　7

●　6
【
U
　
　
　
　
4
　
　
　
　
3
　
　
　
　
2

1

見一一二三五ハ十††二白
　　万　　　　一四七十
舞万五万万万万万万万万万
　　千
金円円円円円円円円円円円

歳脇

謹

　
昔
か
ら
風
邪
に
効
く
と
い
わ
れ
て
い

る
玉
子
酒
は
、
冬
の
季
語
で
す
。
最
近

は
、
玉
子
酒
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど
う
や
っ
て
作
る

の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
よ

う
で
す
。

　
作
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
「
本
朝
食
膳
」
　
（
一
六
九

七
年
）
に
は
、
こ
う
じ
を
使
う
と
あ
り

ま
す
。
ま
た
「
料
理
物
語
」
　
（
一
六
四

三
年
）
に
は
、
玉
子
を
と
き
な
が
ら
冷

酒
を
加
え
、
塩
味
を
つ
け
て
燗
を
す
る

と
あ
り
ま
す
。

　
最
近
の
作
り
方
は
、
酒
に
砂
糖
を
加

え
、
よ
く
煮
立
た
せ
、
玉
子
を
割
り
入

れ
て
か
き
混
ぜ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
玉
子
と
砂
糖
を
か
き
混

ぜ
、
熱
燗
の
酒
を
注
ぐ
や
り
方
も
あ
り

ま
す
。
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
り
方
が
あ

る
も
の
で
す
。
自
分
流
で
い
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
玉
子
酒
と
同
じ
よ
う
に
、
風
邪
の
と

き
に
飲
む
と
い
い
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
に
、
し
ょ
う
が
酒
や
し
ょ
う
が
湯
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　
風
邪
を
引
く
の
が
心
配
な
季
節
で
す

が
、
冬
は
成
人
病
の
一
つ
で
あ
る
脳
卒

中
が
多
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
二
月

一
日
～
七
日
は
、
「
成
人
病
予
防
週
間
」

で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
成
人
病
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
予
防
に
努

め
た
い
も
の
で
す
。

　
　
●

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

“笹達綴馬灘菩翔椴ぴ　、翌撫3蒜、逢“㍑、・ン碓駅き‘陣ん∫「、ル、．応　討鰯侶難

灘糠、β職鱒F慰鱗騨綴糠

1　・　6　・11　。16・21　・26 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　・　7　・12・17　・22・27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　。　8　・13・18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　・14・19・24 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　・10・15　・20・25 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
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トピ・リケス 身近かな話題、ホットなニュワズを毒寄せくださいε

消防団出初め式

　江南消防団の出初め式が1月9日に町

役場庁舎前で行われました。式終了後に

は、三分団4こよる一斉放水や町内の火災

予防を呼びかける広報も行いました。

　2月・3月は、火災の発生しやすい時

期です。火の元にはくれぐれもご注意く

●
．

雛　
◎
　
　
嫡

　
　
　
善

　
　
　
　
過

　
　
　
　
　
韓
、

町民ジョギング大会

　1月7日、第11回町民ジョギング大会

が町給食センター前で行われ約100名の

みなさんが参加しました。

　この日は、とても暖かくジョギング日

和となり、こどもからお年寄りまで、お

もいおもいに走り、新春の走り初めを楽

しみました。

灘

螺．

○

　　大里郡議員研修行われる

　　1月17日、勤労福祉センターでテレビ

　でおなじみのN　H　K解説委員として活躍

　されている岡村和夫氏を講師に迎えて大

　里郡町村議会議員研修会が行われました。

　　当日は、「どう見る今年の政局」とい

　う演題で、めまぐるしく変わる政治の動

、1きをテレビロ調そのままで話していただ

　き、出席されたみなさんは、熱心にテレ

　ビでは聞くことのできない講演に耳を傾

　けていました。



脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

　
脳
卒
中
は
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
日

本
人
の
死
因
の
第
一
位
で
し
た
が
、
昭

1”

…
　
　
，
膿

”11既睾
…

…一

i闘一

i臨師
罵
”

弓謝II

■脳卒中の種類

（脳卒中）

和
四
十
年
代
前
半
か
ら
減
少
傾
向
を
示

し
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
ガ
ン
に
抜
か

れ
て
第
二
位
に
、
昭
和
六
十
年
に
は
心

臓
病
に
抜
か
れ
て
第
三
位
に
な
り
ま
し

た
。
脳
卒
中
の
中
で
も
脳
出
血
の
減
少

は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
都
道
府
県
別
に
み
て
み
る
と
、
西
日

本
に
少
な
く
、
東
北
・
関
東
北
部
な
ど

東
日
本
に
多
く
、
い
わ
ゆ
る
東
高
西
低

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
塩
分
摂

取
量
等
食
生
活
の
違
い
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
脳
卒
中
に
か
か
っ
て
医
療

機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合

は
、
年
々
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　　　　、
　　　　●　、　　♂
　りし詔マ

●

　
対
策
と
し
て
は

一
、
食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善

　
し
高
血
圧
な
ど
の
脳
卒
中
の
原
因
と

　
な
る
疾
患
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

　
る
。

一
，
一
、
検
診
を
受
け
て
脳
卒
中
の
原
因
と

　
な
る
疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療

　
す
る
。

三
、
不
幸
に
し
て
脳
卒
中
に
な
っ
て
も
、

　
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

　
け
て
、
後
遺
症
が
残
ら
な
い
よ
う
に

　
す
る
、
あ
る
い
は
改
善
を
図
る
こ
と

　
で
す
。

　
現
在
、
　
「
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
お
年
寄
り
を
対
象
と
し

た
健
康
教
育
を
各
字
の
集
会
所
な
ど
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

レ防9力条
ンはおそずぎ葛へ

のをひかえめに

とりましょう

はたっぷりと

・はしご酒

倒

　
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
き
ま
す
。
ま
た
、

暖
房
器
具
な
ど
で
火
を
使
う
機
会
が
多

い
こ
と
か
ら
、
一
年
中
で
最
も
火
災
が

多
い
時
期
で
す
。

●
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
防
火
の
輪
つ
な
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
広
げ
て
な
く
す
火
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
日
平
均

約
五
人
が
火
災
の
犠
牲
に

　
平
成
四
年
は
、
全
国
で
五
万
四
千
七

百
六
十
二
件
の
火
災
が
発
生
し
、
千
八

百
八
十
二
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
当
た
り
、
お
よ
そ
五
人
が
火
災
の

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

約
九
割
が
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
七
割
が
一
般
住

宅
で
の
犠
牲
者
で
す
。

　
火
災
に
よ
る
損
害
額
も
千
五
百
六
十

八
億
円
を
超
え
、
火
災
一
件
当
た
り
約

二
百
八
十
六
万
円
が
灰
に
な
っ
て
い
る

計
算
で
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
約

五
割
が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で

す
。
お
年
寄
り
の
部
屋
を
一
階
に
し
た

り
、
玄
関
の
近
く
に
し
た
り
す
る
な
ど
、

お
年
寄
り
を
火
災
か
ら
守
る
対
策
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
　
家
族
み
ん
な

で
話
し
合
う
機
会
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
三
月
一
日
～
七
日
の
一
週
間
は
、
「
春

の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
煙
の
恐
ろ
し
さ
を
は
じ
め
、

火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難
方
法
や

日
ご
ろ
取
り
扱
う
こ
と
の
な
い
消
火
器

の
正
し
い
使
い
方
な
ど
に
慣
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
防
火
標
語
は
、
　
「
防
火
の
輪

つ
な
げ
て
　
広
げ
て
　
な
く
す
火
事
」

で
す
。

（8）

●

火
の
用
心

　
七
つ
の
ボ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

　
し
な
い
。

②
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
：

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

　
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

　
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

　
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
近
づ
け
な
い
。



り

ゐ、るさと

再発見

地
名
は
語
る

　
　
　
　
　
「
十
三
塚
」

　
以
前
紹
介
し
た
「
結
城
塚
」
　
（
第
十

話
）
の
よ
う
に
、
今
は
あ
ま
り
使
わ
れ

ず
消
え
つ
つ
あ
る
地
名
は
わ
り
あ
い
多

い
よ
う
で
す
。
本
話
は
こ
の
よ
う
な
現

行
の
字
切
図
に
は
載
ら
な
い
地
名
の
中

か
ら
「
十
三
塚
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

十
三
塚
は
、
塩
地
区
に
あ
っ
た
地
名
で

現
在
の
字
地
名
で
は
「
塩
西
」
の
場
所

に
当
た
り
、
塩
八
幡
神
社
の
東
方
の
丘

陵
上
に
位
置
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
か

つ
て
は
、
こ
の
場
所
に
十
三
の
塚
（
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
ま
ん
じ
ゆ
う

墳
状
の
盛
土
だ
が
や
や
小
さ
く
土
饅
頭

の
よ
う
V
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
が
、
周
囲
は
畑
・
道
路
と
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
塚
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
地
元
で
は
こ
こ
に
十

三
基
の
塚
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
る
人
は
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。
お
そ

ら
く
塚
が
削
ら
れ
、
跡
形
も
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
に
十
三
塚
の
地
名
を

冠
し
た
由
緒
は
忘
れ
ら
れ
始
め
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
こ
の
地
名
が
、
い

つ
の
時
代
に
生
ま
れ
、
ど
れ
ほ
ど
の
間

使
わ
れ
て
い
た
の
か
は
も
う
知
る
由
も

あ
り
ま
せ
ん
。
元
の
地
形
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
呼
び
名
で
あ
る
地
名
が
失
わ
れ
て

い
く
と
い
う
よ
く
あ
る
例
の
一
つ
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
十
三
塚
の
地
名
は
、
実
際
に
十
三
の

●
第39話

塚
が
築
か
れ
た
場
所
に
由
来
し
ま
す
。

　
塚
を
築
く
こ
と
と
、
場
所
・
十
三
の

数
の
意
昧
は
い
く
つ
か
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
は
っ
き
り
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
一
つ
は
十
三
仏
を

祀
る
た
め
に
塚
を
築
い
た
と
い
う
も
の

で
、
十
三
仏
は
死
者
の
救
済
に
当
た
る

如
来
や
菩
薩
を
云
い
、
中
世
以
降
民
間

に
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
十
三

塚
に
は
主
と
家
来
十
二
人
の
主
従
十
三

人
の
落
ち
武
者
を
葬
っ
た
と
い
う
伝
え

や
、
災
害
等
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
十

三
人
を
葬
っ
た
と
い
う
伝
え
が

各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
塚
は
、
村
内
で
は
な
く
村

境
に
造
ら
れ
、
そ
の
場
所
は
聖

地
と
し
て
汚
し
た
り
み
だ
り
に

塚
を
崩
し
た
り
し
な
い
よ
う
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
で
は
、
実
際
に
塚
は
ど
の
よ

う
に
築
か
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
、
各
地
の
例
を
見
る
と
⑤

一
列
に
並
び
中
央
に
大
塚
を
築

く
例
、
⑤
一
列
に
並
ぶ
が
一
方

に
大
塚
を
築
く
例
、
＠
大
塚
の

前
に
二
列
に
塚
を
築
く
例
、
④

中
央
に
大
塚
を
築
き
周
囲
を
塚

で
取
り
巻
く
例
、
な
ど
が
よ
く

み
ら
れ
ま
す
。

　
塩
の
場
合
は
こ
の
中
の
ど
の

例
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
こ
の

よ
う
に
塚
が
並
ぶ
場
所
が
町
内
に
残
っ

て
い
ま
す
。
千
代
天
神
山
に
は
＠
例
が
、

小
江
川
釜
場
・
新
山
、
塩
桧
谷
・
丸
山

に
は
⑤
又
は
⑤
例
が
あ
り
ま
し
た
。
詳

し
い
由
来
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
ま
す

が
、
新
山
に
は
庚
申
塔
が
建
ち
、
丸
山

に
は
「
か
の
え
塚
」
の
名
称
が
あ
り
ま

し
た
。
隣
村
へ
通
じ
る
街
道
沿
い
に
あ

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
十
三
塚
と
は
云

え
ず
、
村
境
を
守
る
道
祖
神
の
信
仰
が

加
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
十
三
塚
を
め
ぐ
る
各
地
で
共
通
の
悲

話
は
、
こ
れ
を
伝
え
歩
い
た
名
も
な
い

遊
行
の
人
た
ち
（
修
験
者
・
ご
ぜ
・
旅

僧
・
薬
売
り
な
ど
の
人
々
）
の
存
在
が

伺
わ
れ
ま
す
。

●
　　　　襲遡i襲

　
皮
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
や

皮
の
コ
ー
ト
、
皮
の
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
皮
革

の
衣
料
品
は
、
家
庭
で

の
手
入
れ
が
木
綿
や
化

繊
の
衣
類
に
比
べ
て
や

っ
か
い
で
す
。

　
皮
の
弱
点
は
、
熱
と

水
で
す
。
五
十
度
を
超
え
る

熱
に
当
た
る
と
、
硬
く
な
っ

た
り
、
縮
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
気
に
も
弱

く
、
湿
気
を
も
っ
と
表
面
に

カ
ビ
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
皮
革
衣
料
品
が
雨
に

当
た
っ
た
ら
す
ぐ
に
ふ
き
取

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
汚
れ
や
染
み
も
、
カ
ビ
の

発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。
外

出
先
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

時
間
を
お
か
ず
に
皮
を
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
を
す
る
か
、
柔
ら

皮革表料品の手入れ

か
い
布
で
ふ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

え
り
や
そ
で
口
は
汚
れ
や
す
い
の
で
、

丁
寧
に
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
眼
鏡
の
レ

ン
ズ
ふ
き
用
の
布
を
使
う
と
効
果
的
で

す
。　
少
し
く
ら
い
の
汚
れ
で
し
た
ら
、
ま

ず
固
く
絞
っ
た
濡
れ
タ
オ
ル
で
、
そ
の

後
、
乾
い
た
タ
オ
ル
で
よ
く
ふ
い
て
く

だ
さ
い
。
ひ
ど
い
汚
れ
を
落
と
す
に
は
、

水
一
リ
ッ
ト
ル
に
液
体
中
性
洗
剤
小
さ

じ
半
分
を
溶
か
し
、
水
溶
液
に
浸
し
た

タ
オ
ル
を
固
く
絞
り
、
少
し
ず
つ
丁
寧

に
ふ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
固
く
絞
っ
た

濡
れ
タ
オ
ル
で
、
そ
の
後
を
乾
い
た
タ

オ
ル
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。

　
皮
革
専
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
で
も
汚
れ

を
落
と
せ
ま
す
が
、
色
落
ち
の
危
険
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
皮
革
に
合
う
か
ど
う

か
を
必
ず
試
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ

　
　
　
　
う
。

　
　
　
　
　
皮
革
衣
料
品
の
保
管
で
す

皮の弱点は勲と水
す
か
ら
、

を
乾
い
た
布
で
ふ
き
、

を
し
て
く
だ
さ
い
。

が
、
型
崩
れ
を
し
な
い
よ
う

に
し
、
湿
気
を
含
ま
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
パ
ン
が

ー
に
か
け
、
布
カ
バ
ー
を
し

て
、
防
虫
剤
と
乾
燥
剤
を
入

れ
て
、
洋
服
ダ
ン
ス
に
か
け

て
お
き
ま
し
よ
う
。

　
と
き
ど
き
タ
ン
ス
か
ら
出

し
て
陰
干
し
を
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
梅
雨
の
と
き
は

ジ
メ
ジ
メ
し
て
い
ま
す
。
皮

革
衣
料
品
は
湿
気
に
弱
い
で

陰
干
し
だ
け
で
な
く
、
表
面

　
　
　
　
　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

（9）
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　　を習得しようとする人。

　　◎ガス溶接技能講習

　　内　容　労働安全衛生法に基づく修

　　　　　　了証の取得

　　日時3月3日（木）・4日（斜

　　　　　　9時～16時30分

　　定員20名
　　◎電気工事士基礎講習

　　内　容　電気工事士試験受験者のた

　　　　　めの基礎知識
　　日時3月10日（木）・11日㈹

　　　　　　9時～16時30分

　　定員20名
　　◎勢定技能講習

　　内　容　植木の植え替え・手入れ

　　日時3月14日（月）・15日依）

　　　　　　9時～16時30分
　　費　用　無料（テキスト代など実費）

　　申込み　開講日の1か月前の午前9

　　　　　時から直接、同センターヘ

　　　　　来所（申込初日の午前9時
●　　　　　に定員を超えた場合は抽選）

　　問合せ　中央高等技術専門校内成人

　　　　　職業訓練センター

　　　　　〒362上尾市戸崎975

　　　　　22048－781－4668

　　　圏　囮　囮

　あなたがお持ちの
年金手帳は「1つ』ですか

　年金手帳は、共済組合の加入者を

除き、国民年金や厚生年金保険の加

入者に交付されています。

　この年金手帳は、国民年金・厚生

年金保険共通のもので、それぞれの

記号番号が記入されており、一生を

通じて変わりません。

　また、年金手帳は、いろいろな届

出をするときに必要なばかりでなく、

年金を受けるとき、問い合わせをす

るときにも必要となります。

　ひとりで何冊も年金手帳を持って

いる人は、加入期間が分散されてお

り一冊でも粉失すると年金の受給に

不利になることもありますので、一・

冊にする手続きをしてください。ま

た、年金手帳を粉失したときには、

国民年金係または社会保険事務所に

届出して再交付を受けてください。

学生のみなさん、国民年金

加入の手続きはお済ですか

　日本国内に住む20歳以上60歳未満

の人は、すべて国民年金の加入者で

す。20歳以上の学生も強制加入とな

ります。

〈手続きは〉

　住民票のある市町村役場の国民年

金係で。親が代わって手続きするこ

ともできます。

〈保険料の納め方〉

　月額10，500円。納付書で納めます。

納めるのが困難な人には、免除制度

があります。

国の教育ローン

《使いみちは》

入学時…入学時学校納付金。受験の

　　　ための費用。そのほか入学

　　　のために必要な費用。
在学中…授業料な．どの学校納付金。

　　　下宿代など。住居にかかる
　　　費用。通学に必要な資金。

　高校や大学、短大、専修学校、各

種学校などに入学、在学されている

お子さんをお持ちの保護者の人が利

用できます。

融資額　学生、生徒1人につき150

　　　万円
返済8年以内（措置4年以内）
利　率　4・6％（平成5年11月1
　　　日現在）

　資料、借入申込書などは下記へお

気軽にご請求ください。

問合せ　国民金融公庫熊谷支店

　　　〒360熊谷市宮町2－45
　　　魯0485－21－2731

4月1日から毎月第2土曜
日の、し尿等のくみ取りが

休みになります

　し尿処理施設（荒川南部環境セン

ター「清流苑」）も、近隣のし尿処

理施設と同様に、平成6年4月1日
から毎月第2土曜日を休みにする方

向で、準備を進めています。

　つきましては、各ご家庭のくみ取

りも、毎月第2土曜日が休みになり

ますので、皆さまのご理解とご協力

をお願いします。

問合せ　荒川南部環境センター

　　　費0493－39－2203
　　　役場保健課

　　　唇36－1521

轟1

鱗蟻

● ε
う
を
勘

　
　
俳
句
会
⑭

掌
に
絡
む
真
綿
し
ず
め
て
綿
入
れ
す
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　　　農林学級（2月）

開催日 内　　　容 時　　間

12日／土） 木工型抜き 午前10時

12日（土） 木工型抜き 午後1時30分

13日（日） イチゴの収穫 午後1時30分

17日（木） 埼玉お茶物語 午前10時

18日（金） 家庭菜園を365 午後1時30分

日楽しむ

19日（土） 木工工作入門教 午前10時～午

室 後4時
20日（日） 木工工作入門教 午前10時～午

室 後4時
24日休〉 ねぎの料理 午前10時

25日働 木工ひな人形 午前10時

27日（日） 木工工作室開放 午前9時

27日（日） トマトの収穫 午後1時30分
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開催日 内　　　　容 費　用

10日休〉 植木類の施肥 無　　料

18日㈹ 家庭菜園を365日 無　　料

楽しむ

21日（月） 春を生ける 1，200円

23日（水） サギソウの楽しみ方 1。000円

25日（斜 四季の花壇を楽しむ 1，000円

※時問は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

埼玉県農林公園内・植物振

興センター分室

費83－2冬41

　　高齢化社会を考える

　　　福祉のつどい

日時平成6年2月16日（水）

　　　開場1時　開演1時30分
場所川本町コミュニティーセン

　　　ターホール
内　容O音楽講演

　　　　「出会いの尊さと私のギタ

　　　ー人生」

　　　講師　アントニオ古賀

　　○演劇
　　　　「ハツおばあさんの一日」

　　　という痴呆性老人介護劇を

　　　荒川村のつくし会が行いま

　　　す。
費　用　入場無料、住民課に整理券

　　　がありますのでご利用くだ

　　　さい。
問合せ　住民課　内線225

塵團國圏
　埼玉県老人大学校生募集

資格県内在住の満60歳以上（4

　　　月1日現在〉で通学可能な
　　　人。ただし、過去に老人大

　　　学校を卒業した人は除きま

　　　す。
開設学園・募集人員・学習時間

　　　熊谷学園・熊谷福祉センタ

　　　ー、　120名、毎月第2・4

　　　週の火曜日、10時～16時30

　　　分。熊谷学園のほか7学園
　　　あります。

期問2月1日～2月22日まで
　　　　（当日の消印有効）

申込み　官製往復はがきに、住所、

　　　氏名（フリガナ）、電話番

　　　号、性別、生年月日、年齢、

　　　希望学園名などを記入し、

　　　返信用はがきの表欄にご自

　　　分の住所及び氏名を記入し

　　　てください。

学　習・心や身体の健康維持するた

内　容　めの学習（高齢者に多い病

　　　気の予防、精神衛生、生活

　　　設計など）

　　・時代の変化に対応するため

　　　の学習（県政の動き、経済

　　　の動向、消費者問題、身近

　　　な法律など）

　　●社会参加を進めるための学●
　　　習（ボランティア活動、若

　　　い世代の理解、老人クラブ

　　　活動など）

学　習　1年間。原則として月2回

期問開講
費　用　授業料（年額）　3，000円

申込先　〒336浦和市高砂3丁目13

　　　番地3号（県衛生会館内）

　　　助埼玉県高齢者生きがい振

　　　興財団　費048－831－2206

成人職業訓練センター

　　　受講生募集

対象は、職業に必要な知識・技能
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平成5年　救急車出動状況

救急出動状況 12　月 累　計

交　　　　　　　通 12件 80件

一　般　負　傷 2件 16件

急　　　　　　　病 10件 127件
そ　　　の　　　他 2件 20件

合　　　　　　計 26件 243件
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　　　　ま　　　ゆ
岡，，田　真　有ちゃん

，平成5年4月28日生

　，岡田勝男・幸子さんの

長女（9ヵ月）　野原
　シャンシャンの得意な真

有は、家中をパット明るく

してくれます。

　優しく、思いやりのある

子に育ってほしいです。

　　　　ひろ　　や

森川弘也ちゃん
　平成5年3月6日生
　森川恵司・春美さんの

長男（10ヵ月）　樋春
　お風呂で手足をバチャバ

チャするのが大好きです。

　これからも元気でのびの

びと育ってほしいと思いま

す。

　　　　とし　　　む
柴　田　敏雄ちゃん

　平成5年3月30日生

　柴田政之・富士子さんの

二男（10ヵ月〉　　上新田

　がんばれ横綱ただ今大地を

持ち上げ奮闘中。もうすぐ

地球をけとばしJリーガー？

　健康で元気な心の大きな

子に育ってほしい。

　　　あ　　り　　さ

寺村亜里沙ちゃん
　平成5年3月8日生
　寺村利廣・智子さんの

二女（10ヵ月）　　小江ll

　おすわりが上手で、ちょ

っと食いしん坊です。

　明るく素直に育ってほし

いと思います。●
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▼
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①
油
揚
げ
は
、
熱
湯
を
通
し
油
抜
き
を

　
す
る
。

　
三
方
を
切
っ
て
一
枚
に
開
き
縦
に
三

　
等
分
に
す
る
。

②
大
根
は
、
油
揚
げ
と
同
じ
幅
に
輪
切

　
り
に
し
皮
を
む
き
、
厚
さ
二
㎜
の
か

　
つ
ら
む
き
に
し
、
う
す
塩
を
ふ
り
、

　
し
ん
な
り
さ
せ
る
。

③
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
塩
で
も
み
洗
い
を

　
し
て
も
ど
す
。

④
大
根
の
上
に
油
揚
げ
を
重
ね
て
べ
ー

　
コ
ン
を
ま
る
め
中
に
入
れ
四
㎝
ぐ
ら

　
い
の
太
さ
に
巻
き
、
か
ん
ぴ
ょ
う
で

　
結
ぶ
。

⑤
鍋
に
だ
し
汁
と
調
味
料
を
入
れ
、
ゆ

　
っ
く
り
と
煮
つ
め
る
。

⑥
最
後
に
片
栗
粉
で
、
と
ろ
み
を
つ
け

　
る
。
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人
間
の
体
に
は
不
要
な
も
の
は
な
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
は
当
り
前

に
使
っ
て
い
て
必
要
性
を
感
じ
な
い
と

こ
ろ
と
い
う
の
が
、
あ
り
ま
す
ね
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手
足
の
爪
も
、
何
の
た
め
に
あ
る
か

な
ど
深
く
考
え
ず
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、

な
い
と
困
り
ま
す
。
第
一
に
指
先
を
使

う
細
か
い
仕
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

足
の
指
先
に
力
が
入
ら
な
い
の
で
体
を

き
ち
ん
と
支
え
ら
れ
ず
、
歩
く
の
に
不

自
由
で
す
。

　
爪
の
伸
び
る
速
さ
に
は
個
人
差
が
あ

り
、
早
い
人
で
は
一
週
間
に
一
・
ニ
ミ

リ
ほ
ど
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

平
均
的
に
は
一
週
間
に
O
・
六
、
七
ミ

リ
と
い
う
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。
爪
が

根
本
か
ら
先
ま
で
伸
び
て
す
っ
か
り
生

え
変
わ
る
ま
で
五
～
六
か
月
か
か
り
ま

す
。
足
の
爪
は
、
手
の
爪
に
比
べ
る
と

伸
び
は
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
程
度
。

　
か
つ
て
イ
ン
ド
で
、
爪
を
一
メ
ー
ト

ル
以
上
も
伸
ば
し
た
人
が
い
た
そ
う
で

す
。
一
日
O
・
一
ミ
リ
の
計
算
で
い
く

と
一
メ
ー
ト
ル
伸
ば
す
の
に
二
十
七
年

か
か
る
勘
定
。
ご
苦
労
な
話
で
す
ね
。

一
メ
ー
ト
ル
の
話
は
別
と
し
て
も
、
女

性
の
中
に
は
長
く
爪
を
伸
ば
し
て
い
る

人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
爪

も
あ
る
程
度
以
上
に
長
く
な
る
と
、
先

が
も
ろ
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
指
先

の
細
か
い
仕
事
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

な
に
ご
と
も
ほ
ど
ほ
ど
に
。




